
 

 

 

３学期は、令和６年度のしめくくりの学期であり、来年度に向けた準備の学期＝「０学期」でもあります。期間として
は短い３学期ではありますが、１年間の総仕上げ、また卒業・進級に向けての準備の学期として、生徒とともに全教職員、
全力を注いでまいります。今後とも家庭・地域の皆さまの一層のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■１月７日は、始業式に先立ち、校長から生徒にこのことを伝え、「人が亡くなるということ、身近な人が、また大切な人が亡くなるという 

こと、これは、言葉に尽くせないほどつらく悲しいことですが、私も含めて、皆さんがこのことを受け止めて、今ここに仲間とともにいる 

こと、そして、生きているということに感謝し、そのことに幸せを感じながら、毎日を元気に生きることを、◯◯先生は何よりも願っていらっしゃ 

ると思います。」と話をしました。そして、あたたかく深い愛情で包んでくださった◯◯先生のご冥福を心からお祈りし、全校生徒、教職員 

で黙祷を捧げました。 
 

■始業式の式辞の最後には、これから 

「新たな挑戦」に向かう全校生徒に向け、 

故・○○○○○先生がずっと大切にして 

こられた“中学生の皆さんへのメッセージ“ 

でもある、 『その手で』という詩を紹介し 

て、式辞を終えました。 
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･･･（前略）･･･今年、２０２５年は巳年ということですが、「巳」は蛇のイメージから「再生と変化」を意味します。 ２０２５年の巳年 
は、 『「変化」と「新たな挑戦」のエネルギーが高まる年』であるとか、蛇のように『再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展し
ていく年』になると言われています。  
変化が激しい時代に対応するためには、変わることを恐れず、挑戦する勇気が必要です。 「脱皮」を繰り返し、成長していく
蛇と同じように、私たちも新しい経験や学びを通して、自分を成長させることができます。 ときには、失敗や困難を経験するこ
ともあるでしょうが、それを新たな挑戦の機会として受け入れることで、自分自身を再生させることができ、さらに一歩前に進む
ことができるのだと思います。 
また、人は、自分では変わっていないつもりでも、周囲から見たら少しずつ変化していることもあります。ですから、自らの成

長に気づくということも必要で、それによって、自分でさらなる良い変化を起こすこともできるのではないかと思います。 

２学期の終業式で、第３２期生徒会が、スローガンを発表してくれましたが、みなさん、覚えていますか？ 

『桜
おう

梅
ばい

桃
とう

李
り

』  

～仲間と挑戦し、笑顔輝く学校へ～ でした。 
自分は自分らしく、桜･梅･桃･李のそれぞれが美しい花を咲かせるように、他人と自分を比較するので

はなく、個性を磨き、大輪を咲かせていけばよいのだ。 むしろ、自分の“過去と現在”を比べて成長してい
るかどうかである。 今いる場所で、自分の使命を見つけ、挑戦していくことが大切である。 という意味で
した。サブテーマにも、「挑戦」というキーワードをあげてくれています。 今年は、個人としても、また、仰木中
生徒会としても、新たな、具体的な挑戦をして、「脱皮」を繰り返し、「新しい自分づくり」・「新しい仰木中づ
くり」をしていってほしいと思います。・・・（後略）･･･ 

【訃報】 去る１２月２６日、本校で国語科の教諭として、平成２９年度から８年間、多大なるご尽力を頂きました○○○○○先生
が、ご病気のためご逝去されました。衷心よりご冥福をお祈りするとともに、ここに謹んで深い哀悼の意を表します。 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

お正月から３月までの３ヶ月は行事が多く、あっという間に過ぎ去ってしまうと感じる事から、このように表現されます。 
学校も同じです。そこで、生徒のみなさんには残り３ヶ月、目標を持って過ごしてほしいと思い、昨年度、仰木中 Versionの 
言葉を考え、この通信で紹介しました。今年も４月からの新年度につながるよう意識して行動し、新たな挑戦とともにステッ 
プアップしながら成長していってほしいと思います。 
 

仰木中 Version    一月   二月    三月  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                                                      

 

 
１月の予定 

１７（金） 大津市特別支援学級・学校作品展（～23（木）まで） 〔大津市歴博〕 ※20（月）休館 

２３（木） 学校協力者会議②/学校運営協議会④合同会議（13:30～15:10） 

２４（金） 大津市技術・家庭科作品展（～28日（火）まで） 〔市生涯学習ｾﾝﾀｰ〕 ※27（月）休館 

２８（火） 児童向け「入学説明会」（14:00～15:00） 

      第２回仰木サミット（15:00～16:00） 

３１（金） 1,2年実力テスト 

２月の予定 
３（月） 保護者向け「入学説明会」（13:30～14:30）  ●３年県内私学入試（３年自宅学習） 

 ５（水）～６（木） ●県立高特色・推薦・スポ文推薦選抜入試（５日のみ３年自宅学習） 

 ７（金） 学校運営協議会⑤ ★県内私学発表 

１０（月）～ ●県外私学入試 

１３（木）～１４（金） ３年期末テスト（４時間・給食あり） 

１３（木） ★県立高特色・推薦・スポ文推薦選抜発表 

２５（火） 小学校出前授業（仰木小・仰木の里東小） 

２５（火）～２６（水） 1,2年期末テスト（３時間・給食なし）  

２８（金） 避難訓練 

二月 担う（になう）  自分の責任として引き受け、物事を推し進めていこう！                                         
 

● 「やってくれない、わかってくれない、気づいてくれない…。」  

それは、自分がそうしてきたから・・・ということはありませんか。 

● 大切なのは、今、自分が置かれた場所で、自分にできることをすることです。 

● 気楽なだけの毎日に、「さすが！」の声はかかりません。 

三月 探る（さぐる）  考えられる 最もよいやり方を、探し求めていこう！ 
 

● 「大体できた」を積み重ねてもゴールにはたどり着けません。 

● 大抵の人は、今こうすると将来どうなると考えますが、成功する人は、将来こうありたいから今こうすると考えます。 

● 人の歩みを止めるのは、絶望ではなく 「諦め」。 人を歩き続けさせるのは、希望ではなく 「意志」です。 

一月 挑む（いどむ）  難しいことにも、やり遂げようと 立ち向かっていこう！                           
 

● 「できること“から”やる」と言う人ほど、できること“だけ”やって終わってしまうことが多いものです。  

● 多分失敗するだろうと予想して何もしなかったら、それが予想どおり、「一番の失敗」です。 

● １万回だめでも１万１回目は、何か変わるかもしれない。 明日がその１万１回目かもしれません。 

大津市小・中学校児童生徒書き初め展  

令和７年１月１０日（金）～１月１５日（水） 大津市歴史博物館 

 

 
３月の予定 

３（月） ３年模擬テスト 

５（水） 小学校出前授業（仰木の里小） 

５（水）～６（木） ●県立高校一般選抜入試 

７（金） ３年卒業記念行事 

１０（月） 卒業式予行／式準備 

１１（火） 卒業式（２年参加・１年自宅学習） 

１２（水） ★県立高校発表 

      午前中授業（～２４（月）まで） 

１３（木） ２年 R7年度修学旅行保護者説明会 

１７（月） 給食終了 

１９（水） ③大掃除 

２４（月） ３学期終業式・修了式 

挑 戦 

 

持ち味発揮 

 

自主・自律・成長 

 

【お知らせ】 
 
令和７年度の大津市立中学校の 
１学期始業式は ４月９日（水）に 
入学式は ４月９日（水）午後に 
なりました。 

子ども理解や学習の準備等、生徒の安心・安全
な入学・進学及び進級のための新年度準備を
充実かつ円滑に行うため、令和７年度から日程
変更されました。 

 


